



















































2 和解の哲学的・歴史的概念については、Historisches Wörterbuch 












































































































































































daß die Maxime deines Willens jederzeit zugleich als Prinzip 
























































































































































                                                  





















































7 月までの3 ヶ月の間に、約80 万人のツチ族と穏健なフツ族が殺
害されました。同じ村の村人加害者となり被害者となりました。彼
らはまた同じ村で生活していかねばなりません。ここでも単純に寛






















































                                                  
13 David Bloomfield, “Reconciliation – an Introduction”, in: D. 
Bloomfield / T. Banes / Luc Huyse (ed.), Reconciliation After 







































































































- gambling with justice”(2002)、最近では“Safer to stay silenct”
(2010)、“Completing the work of the international criminal 
tribunals for the former Yugoslavia and Rwanda”(2010)を参照。 



















































                                                  
16 Luc Huyse, The Process of Reconciliation, D. Bloomfield / T. 
Banes / Luc Huyse (ed.), Reconciliation After Violent Conflict. a 




18 Jürgen Habermas, Wahrheitstheorien, in: Helmut Fahrenbach 
(Hrsg.), Wirklichkeit und Reflexion. Walter Schulz zum 60. 
Geburtstag  (Neske) Pfullingen 1973, S. 211–265, 特にS. 220f. 
もっとも、この基準はすべてのことに常に当てはまるものではない。
戦争裁判や南アフリカのアパルトヘイトに関するレポートのよう
に詳しい事実関係の調査がある陳述と、比較的短い政府の見解発表
とではおのずと性格が異なる。 
13 
を記念に出された村山首相のいわゆる「村山談話」は、それ自体誠
実なものです。しかし、日本政府の誠実さが、その他に目に見える
形で表されていない、あるいは伝わっていないことが、日本とアジ
ア諸国との和解がドイツほど進展していない一つの理由でしょう
（後述）。 
 「公式に」ということもとても大切なことです。前述のユダヤ人
犠牲者のための記念碑はドイツの連邦議会の決議によるものでし
た。「ベルリン・ユダヤ博物館」もまたベルリン市の市議会の決議
によって建てられました。日本では原爆記念館などで外国人の犠牲
者への追悼も行われていますが、アジアの犠牲者のためだけの国立
の記念館がありません。国が記念日を設け、公式の記録を残し、犠
牲者の名誉を回復する行事や活動（後述）を行うことが必要です。
この点で、日韓および日中の政府がそれぞれ2001年に「日韓歴史
共同研究」を、2006 年に「日中歴史共同研究」を行うことを決定
し、その後研究が進んでいることは、極めて意義があることです。
この共同研究には「公式性」だけでなく、「真実性」、「的確性」も
含まれているからです。日韓、日中の研究者による討論の中で「真
実」の追究だけでなく、同時にその基準の「的確性」も検討の対象
にされます。特に見解の差が大きい南京事件のような問題を、両国
の学者たちが共同研究をしたという事実そのものが、和解のプロセ
スにとって重要な一歩です。こうした一つ一つの「公式的」な努力
をともなってはじめて、誠実性が伝わります。 
 
4.3.2. 犠牲者の名誉は回復されねばならない 
 犠牲者の物質的心理的な損害の賠償が保証されることは、和解の
プロセスに欠かせない要素です。犠牲者は紛争によってしばしば望
んでいた人生が奪われてしまいます。さらにその家族も愛する人だ
けでなく、その生活手段や精神的心理的な支えも失います。子供た
ちは親を失うだけでなく、アイデンティティー、個人的開発や教育
の権利も奪われてしまいます。さらに時には何世代にもわたって社
会的な偏見や差別あるいは貧困に苦しむことがあります。そのため
に賠償がなされなければなりません。しかし、加害者に必ずしも賠
償能力があるとは限りません。また賠償があっても過去を取り戻す
ことはできません。また被害者は賠償というよりは、自分がそれに
よって長く苦しんでいたこと、自分には落ち度がないこと、それが
社会的に認知されることを求めている場合がしばしばあります。そ
こで問題になるのは、被害者およびその家族の名誉回復の問題です。 
 名誉の回復は、それゆえまず被害者の悲痛の承認、彼らの責任の
なさが公的に承認されねばなりません。それは、裁判、報告書の作
成、名前の記念、宗教的行事による記念、記念碑、文学、博物館に
おける記念、数世代にわたって苦しみをともにする犠牲者への援助
や支援組織の設立などによって行われます。報告書の作成によって、
事実が解明されず裁判が行われなくても、名誉回復は可能です。例
えば上に述べたアルゼンチンの報告書では、8960 人の行方不明者
の事例が未解決のままです。しかしこの事例が調査され、記録に留
められることによって、名誉が回復されたのです。チリの報告書で
も同様です。 
 犠牲者の個人的な名前が記憶され、さらに記念碑に刻まれること
は極めて大切です。24万人以上の犠牲者の名前を刻んだ沖縄の「平
和の礎」がその代表です。またすでに述べたベルリンの「虐殺され
たヨーロッパのユダヤ人犠牲者のための記念碑」に付属する施設で
は、これまで知られているナチスによって殺害されたユダヤ人の
350 万人以上の個人史が記録･保存され、数十人の事例が展示され
ています。それだけでなく一分ごとに一人一人の名前がプロジェク
ターで投影されています。 
 宗教的行事による記念としては、ドイツのプロテスタント教会に
よる「イスラエル日曜日」が挙げられます。これは毎年、三位一体
の祝祭後、第10集の日曜日に当てられていて、この日にはしばし
ばドイツとイスラエルについて説教がなされます。こうしたドイツ
の和解のプロセスは、日本の和解のプロセスを考えるときに大きな
示唆を与えると思います。 
 
 
